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新潟大学経済科学部は、経済学と経営学をベースに、これらの

学問を深めたり、これらの学問から広げたりすることを通して、社会

を見る視座を持ち主体的に世の中の課題を解決していく人物を育む

ことを目指しています。

地域、日本、世界、我々を取り巻く社会経済環境は常に大きく変化

しています。このような中、どのような時代や場所にいても生き抜き

活動し続けることが大切でしょう。それには学びを重ね行動を重ね

ることで、生き抜く力を養っていくことが重要です。

生き抜く力とは何か。私は、「いい頭」というより、「強い頭」が要に

なると考えています。

あふれる情報に流され思考停止に陥るのではなく、自分の視座を

持ち自ら考え抜く力を備えた頭、学びから得た知識・情報の使い方を

修得している頭。

このような力を得たいと志す皆さんに、我々経済科学部は、様々な

学び・気づき・機会を提供します。

皆さんと一緒に学び、深め、動くことを楽しみにしています。

経済科学部は、あなたの「志」を求めています!

宍戸 邦久 経済科学部長
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「知 」が 生 み 出 すソリュ ー ション 。

社 会 の 課 題 を 解 決 す る 学 び 。
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学際日本学を選んだ理由
佐藤さん／ 1年次に経済の基礎を学ぶうちに社会や文化の背景にも目を向けた
いという思いが強くなりました。そんな時、学際日本学プログラムでは経済学と
人文学の両方を学べることを知り、自分の興味や学びたいことにぴったりだと感
じました。
布川さん／特定の専門というより、もう少し幅広い分野の問題に触れる機会を
求めていたため学際日本学プログラムが最も適していると感じました。
薮田さん／私は音楽や文学など主に文化に興味があったので、経済にとどまら
ず幅広い分野を学べると聞いて選びました。
諸塚さん／趣味と興味を掛け合わせて学問として学べるプログラムなので、前
から鑑賞を趣味としているアニメと１年次の授業を通して興味を持ったジェン
ダーを組み合わせて学びたいと思いました。

学際日本学での学び
布川さん／いくつもの学問分野にまたがる中で、探究するテーマも一
人ひとり違うため、グループワークによる対話を通じて多様な面から
日本を見つめることができます。
薮田さん／色んなことに興味を持つ人たちと会話しながら学ぶことで
自分の興味のある分野を別の視点から考えることができ、学習の刺激
にもなります。
諸塚さん／歴史的背景や社会状況といった視点からアニメを捉え直
すことで、自分の知らない一面を発見できました。
佐藤さん／現在メディアに関する授業を積極的に履修しており、自分
の関心を探求し深めています。自分の進路選択にもつながる学びの場だと感じ
ています。

専門分野の境界を超えて、
日本と世界をつなぐ

諸塚 芽衣さん、布川 友翔さん、佐藤 奈々さん、薮田 魁心さん

　地域リーダープログラムは経済・経営分野を中心とし
た専門知識に加え、「考える力」「調べる力」「他者と協
働する力」を学内外の多様なフィールドでの授業を通じ
て実践的に学び、身に付けていくことができるプログラム
です。
　本プログラムを支える教員陣は、経済・経営に留まら
ず芸術や教育など広い分野にわたり、また、元国家公務
員といった多様な経歴・専門を持つ方々で構成されてお
り多角的な視点からの学びを日々得ることができます。
　大きな魅力の一つである実践型演習では、企業や行政
機関の職員、中高生など、多様な背景を持つ幅広い世
代の方 と々協働しながら、地域の課題に取り組むことで、
多くの経験を積み、実践力を育むことができます。
　刺激的な出会いの中で、関わりの輪が広がることは、
一人一人の自己実現にも影響します。実践経験の過程で

生まれた新たな目標や関心が次
に繋がり、皆で成長していくこ
とができます。
　地域リーダープログラムで皆
さんをお待ちしております！

広がる出会い、繋がる社会

佐藤 惇矢さん、峯田 彩羽さん、
山田 竜太朗さん、畑野 美紀さん

VOICE  OF  STUDEN T S 在学生の声

経済学を選んだ理由
三上さん／経済学は日常生活や国際社会の根本的な問題を分析する学
問であり、統計やデータを活用して実証的に問題を分析する力をつける
ことができます。私自身は前年度まで経営学に関心がありましたが、経
済学の理解を深めたいと考えたため経済学プログラムを選びました。

関心があること
鈴木さん／経済学は社会の中のあらゆる物事と関連していて、経済学の
探究により様々なことへの理解が深まると考えています。そのため本プ
ラグラムでより幅広く社会への理解を高めると共に、自分の関心・将来
の展望としてグローバルな視野で活躍できる存在になりたいと考えてい
るのでそうした分野への探究を深めていきたいです。

酒井さん／経済学は我々が営む生活に密接に関わって
いますが、私が志望する職業である銀行員とも大きな
関わりがあります。大学で学んだ経済モデルを地域と
いう経済社会に活かせるようになりたいです。

学びを生かすには
小西さん／将来は金融関係の職種に就きたいと考え、
1，2年生の時に経済学の初歩的な理論について学ん
できました。そして、3年生ではより専門的なことを学び、
金融関係の職種に活かせるように励んでいきたいです。

社会や日常生活との深い関わりを持ち、
将来の進路や国際的な視野に活かせるプログラム

学際日本学プログラム
INTERDISCIPL INARY JAPANESE STUDIES

地域リーダープログラム
R E G IO N A L  LE A D E R S H IP  STUD IES経営学プログラム

M ANAG EMENT  STUD IES

経営学プログラムでは企業の行動について多面的に学
びます。4人の学生に経営学・会計学を学ぶ面白さを
語ってもらいました。

松本さん／経営学・会計学は、データと理論を結び
つけ、ビジネスや企業行動の謎を解く知的冒険です。
膨大なデータから「なぜ」を問い、仮説を検証すること
で数字の背後にある経営の真実を見抜く面白さがあり
ます。あなたの分析が次世代のビジネスを動かす鍵と
なります！
伊藤さん／このプログラムの魅力は、「実践的な知識
を幅広く学べる」ことです！経営学だけでなく会計学や
マーケティングも学べ、それらは中小企業から大企業
まで実際に活用されています。経営学プログラムで学
びを深め、卒業後も活きる知識を身に付けましょう！
武田さん／会計学や経営学を学ぶことで、企業の財務状況や経営の現状を数字から読み解けるようになります。お金
の視点に加え、マーケティングや経営戦略など様々な角度から企業行動を理解できるようになり、とても面白いです！
日々の学びが実社会の見方を変えてくれます。
若目田さん／経営学プログラムでは、企業活動の裏側にある数値の意味や理論を学び、その実態を客観的に捉える力を身
に付けられます。私は、データから企業行動を読み解く点に面白さを感じています。理論と実践が融合した魅力的なプロ
グラムです。

経営学・会計学を学ぶ面白さ

武田 優菜さん、若目田 有生さん、
松本 大和さん、伊藤 慧さん

酒井 太一さん、鈴木 成愛さん、三上 尊矢さん、小西 眞広さん

（写真左から）

（写真左から）

（写真左から）

（写真左から）

経済学プログラム
E CONOM I C  STU D IES
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卒業までのカリキュラム概要
CURRICULUM

経済科学部の全体像と
各学位プログラムの人材育成目標
FOUR PROGRAMS

経済科学部には、特徴的な 4 つの学位プログラムがあります。1 年次に入学した学生は、4 プログラ
ムに共通する基礎科目や大学学習法などを学びます。2 年次から学位プログラム選択を行い、様々な
科目や演習などを履修しながら、当該プログラムでの専門性を追求します。また、自身の研究やキャ
リアのために必要ならば、学位プログラムを越えた科目の履修も可能です。 

経済科学部には、特徴的な 4 つの学位プログラムがあります。1 年次に入学した学生は、4 プログラ
ムに共通する基礎科目や大学学習法などを学びます。2 年次から学位プログラム選択を行い、様々な
科目や演習などを履修しながら、当該プログラムでの専門性を追求します。また、自身の研究やキャ
リアのために必要ならば、学位プログラムを越えた科目の履修も可能です。 

● 学部共通基礎教育

1学部共通基礎教育 …… １年次に入学した学生は、全員が学部共通基礎教育を受けます。
2学位プログラム選択 …… １年次の終わりに、履修する学位プログラムを選択します。各プログラムへ進級
　　　　　　　　　　        した後は、それぞれの学位プログラムのカリキュラムに従って専門的な内容を学修します。
3進級判定 ……………… 3 年次から 4 年次に進級するには、経済科学部に 3 年以上在学し、90 単位以上を
                                      修得する必要があります。
4卒業論文 ……………… 4 年次には、経済科学部での学修の集大成として卒業論文を作成します。 

私たちを取り巻く社会経済環境が大きく急速に変化していく中で、経済科学部は、社会を見る確かな目を持って、主体的に課題解決に取り組める
人物を育てることを目標としています。そのために、社会を見る目の中心に「経済学と経営学」を据え、「経済学と経営学を深める」学位プログラムと、

「経済学や経営学から広げる」学位プログラムを用意しています。経済学と経営学を「深める」学位プログラムには、「経済学プログラム」と、「経
営学プログラム」があります。経済学や経営学から、さらに哲学・歴史といった人文科学まで、学びを「広げる」学位プログラムとして、「学際日
本学プログラム」と「地域リーダープログラム」という特徴的なプログラムがあります。

3

経済から、多面的に、人間を、世界を、知る
経済科学部ではなにをどう学ぶの?

動画はこちらから

経済学・経営学を中心に、人文社会科学の専門知
識に基づいて、日本をめぐる環東アジア的文脈を理
解し、複合的な観点から現代日本の抱える課題に
取り組むことができる人材を育成します。

学際日本学プログラム

経済学・経営学を中心とする人文社会科学の専門
知識に基づいて、社会の現状の正確な理解と望ま
しい社会のあり方を考察でき、さらに多様なステー
クホルダーを巻き込みながら地域社会の課題を解
決できる人材を育成します。

地域リーダープログラム

経済学の知識を中心とした幅広い視野から課題を
探究できる能力を有し、国内外の企業や公的団体
などで中核的役割を担いうる資質を有する人材を
育成します。

経済学プログラム

経営学と会計学の専門知識の修得を通じて、民間
企業のみならず公的機関や会計事務所・監査法人
などにおいても活躍できる人材を育成します。

経営学プログラム
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て、各区分に属する科
目や、各区分の必要単
位数が異なります

①アカデミックスキル科目

大学における学修に求められる語学力
や、自ら思考し、調査し、論述するスキ
ルの基礎レベルを修得するための科目

②知識・理解科目

専門知識の修得を目指し、主に講義形
式で行う科目

③実践学修科目 専門知識の定着と実践への活用を目指し、主に少人数の演習形
式で行う科目／学生が主体となって行う研究・発表・討論など

④卒  業  論  文 ①～③で修得した知識・スキルを活用し，学修の集大成として卒
業論文を執筆するための科目

⑤自由選択科目 上記の科目区分に含まれない科目

学位プログラムによっ
て、各区分に属する科
目や、各区分の必要単
位数が異なります

初修外国語

経済科学部の学生は、
４年間を通して次のような流れで学修します学修の流れ
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地域や企業のなかには、まだ十分に言葉にされていない価値が
あります。そうした見えにくい価値こそが、独自性を支える核とな
ることもあります。その価値を読み解き、誰に届けるべきかを見極
め、伝わる形に整えることが、マーケティングの重要な役割です。
私は、マーケティングを専門とし、消費者行動研究、ブランド研

究、サービス研究を基盤に、企業や地域における価値創造のプロ
セスを多面的に捉えています。対象は、伝統産業、地域資源、ブラ
ンドをめぐる顧客体験、持続可能な企業活動などです。これらは
一見異なる対象ですが、根底には、十分に可視化されていない価
値を読み解き、社会の中で共有される形へと展開するという共通

の問題意識があります（写真の出典は同じプロ

グラムの先生との共同研究より）。
私は長年、外資系ブランドで営業マネージャーを経験してきまし

た。その経験を通じて改めて感じるのは、理論やフレームワークが
現場で大きな力を持つということです。授業やゼミでは、理論と現
場を往還しながら、学生が自ら問いを立て、価値を発見し、社会へ
届ける力を育てることを目指しています。自治体からの受託研究を
もとに、学生が中心となって企業と協働し、マーケティング調査を
経て、写真のような製品化に至る取り組みも行っています（米粉のパ

ン・パックご飯）。

TOPICS

伝統産業、地域資源、顧客体験を通じて、

価値創造について考える

統計的因果推論でデータから真実を見抜く

因果推論の歴史は古代ギリシャの哲学者アリストテレスにまで遡りま
す。彼は、「原因となる行為には結果があり、結果となった行為には原因
がある」という因果律を提唱しました。これは、科学的な探求や理論形
成において重要な概念となりました。科学の発展において、因果関係を
理解し、その関係性を説明することは基本的な目的とされています。
科学研究において、特に医学では，因果関係を明確にするためのラン

ダム化比較試験（RCT）はゴールドスタンダードとされています。RCTで
は、研究対象をランダムに処置群と対照群に分け、交絡因子の影響を制
御します。これにより、例えばワクチンの有効性を評価する際には、ワク
チン以外の要因の影響を排除して効果を検証することができます。
しかしながら、社会科学においては、法的・倫理的な制約や社会的規

範のため、このようなRCTの実施が難しいときがしばしばあります。例
えば、結婚が女性の就業に与える効果を科学的に解明するために
人々を無作為に分けて実験することは倫理的な問題があります。
科学研究のために，人々をくじ引きで「結婚する」グループと「結婚
しない」グループを決めることが社会に受け入れられないことは
明らかでしょう。
データサイエンスや人工知能が注目されている現

代においても、単にデータがあるだけでは「原因」
と「結果」を特定することはできません。散布図
で見られる直線的な関係は因果関係ではな
く、単なる相関関係かもしれません。因果関
係を正確に抽出するためには、適切な統計
モデルや因果推論の手法を用いることが不
可欠です。

経済学プログラム
ECONOMIC STUDIES

TOPICS

経営学プログラム
MANAGEMENT STUDIES

動画はこちらから
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俊
超
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プログラムの概要

経営学プログラムでは組織について学びます。経営を広く理解する経営学、組織の活動
を貨幣単位で表現する会計学を主たる学問領域とし、組織に関わるあらゆる現象を理解・
分析する力を養います。その分析対象は、主として株式会社に代表される企業ですが、地
方自治体や非営利組織など様々な組織も学問の対象となります。

学び方の特徴

講義では、組織論、戦略論、マーケティング、人的資源管理、会計学、税務などの専門知
識を体系的に身に付けます。3年次から始まるゼミでは、起業体験、企業や自治体と連携
した実習、企業データの分析、国内外の企業の事例分析などを通じて実践的な問題
解決能力を養います。さらに、公認会計士、税理士、日商簿記検定などの資格取
得を目指す学生向けのカリキュラムも用意しています。

INTRODUCTION TO OUR PROGRAMS プログラムの紹介

動画はこちらから
こんな人にオススメ
●株式会社など企業に興味がある人

●アイデアをビジネスの形にしたい人

●企業への就職や企業をサポートする仕事に
就きたい人

●簿記などの会計知識を活かして
会計専門職を目指したい人

●社会の成り立ちを、
経済学のアプローチで理解したい人

●この変動の時代に、各国経済や
グローバル経済を理解したい人

●金融論を学んで金融業に進むなど、
学んだことを活かした仕事に就きたい人

●地域社会や国際社会で活躍する
意欲を持っている人

こんな人にオススメ
石
塚 

千
賀
子

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

プログラムの概要

経済学は、生産・流通・消費という人間にとって欠かせ
ない活動を対象とする学問です。
本プログラムでは、経済学の多様な考え方を学び、我々

が日々直面する経済問題を分析する能力を養います。また、
日本だけでなく、アジアやヨーロッパをはじめとしたグロー
バル経済の専門的知識も修得することができます。

学び方の特徴

経済学に関する専門知識を体系的に身に付け、社会現象
や現代社会を正しく理解、分析する能力を身に付けます。ま
た、ゼミ形式で、現実の社会問題を根源的に考察したり解
決策を模索することで、経済学の知識を常に現実の問題と
結びつけ、幅広い視野を持って課題解決に取り組める能力
を身に付けます。
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得を目指す学生向けのカリキュラムも用意しています。

INTRODUCTION TO OUR PROGRAMS プログラムの紹介

動画はこちらから
こんな人にオススメ
●株式会社など企業に興味がある人

●アイデアをビジネスの形にしたい人

●企業への就職や企業をサポートする仕事に
就きたい人

●簿記などの会計知識を活かして
会計専門職を目指したい人

●社会の成り立ちを、
経済学のアプローチで理解したい人

●この変動の時代に、各国経済や
グローバル経済を理解したい人

●金融論を学んで金融業に進むなど、
学んだことを活かした仕事に就きたい人

●地域社会や国際社会で活躍する
意欲を持っている人

こんな人にオススメ
石
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千
賀
子

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

プログラムの概要

経済学は、生産・流通・消費という人間にとって欠かせ
ない活動を対象とする学問です。
本プログラムでは、経済学の多様な考え方を学び、我々

が日々直面する経済問題を分析する能力を養います。また、
日本だけでなく、アジアやヨーロッパをはじめとしたグロー
バル経済の専門的知識も修得することができます。

学び方の特徴

経済学に関する専門知識を体系的に身に付け、社会現象
や現代社会を正しく理解、分析する能力を身に付けます。ま
た、ゼミ形式で、現実の社会問題を根源的に考察したり解
決策を模索することで、経済学の知識を常に現実の問題と
結びつけ、幅広い視野を持って課題解決に取り組める能力
を身に付けます。
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学際日本学プログラム
INTERDISCIPLINARY JAPANESE STUDIES

プログラムの概要

将来を見通せない現代社会では、課題を分析するための幅広い知識だけでなく、
自ら解決策を立てリーダーシップを持って実行できる人材が求められます。本プログ
ラムでは、未来の地域社会で活躍できる人材を育成するため、専門知識と課題解決
に必要なスキルの学習とこれらの知識・スキルの活用・実践を有機的に組み合わせ
た教育を行っています。

学び方の特徴

最初に、社会の理解・分析に必要な経済学や経営学などの専門知識と課題解決
に必要なスキルを学びます。その後、これらの知識・スキルを学内のゼミナールや学
外の課題解決活動で活用・実践します。このプロセスを段階的に繰り返し、課題解
決能力を総合的に高めます。主な授業科目には、課題解決スキル、社会調査演習、
課題演習、社会開放演習があります。

多様化する現代社会での地域リーダープログラム

現代社会では、全ての人がこれまで経験したことがない課題に
直面し、それに対して分からないといって立ち止まることが許され
ません。地域リーダープログラムは、こうした時代を生涯にわたり
活躍できるような人材を育成することを目指して作られました。担
当教員それぞれは、学生一人一人が唯一無二の存在として未来社
会で活躍できる人になれる大学教育を作ろうと、日々格闘してい
ます。

多様な背景をもつ担当教員

地域リーダープログラムの担当教員は多種多様の背景を持って
います。研究分野に限っても、財政学、地方行財政といった経済学
に近い分野だけでなく、書文化、フランス語教育、高等教育学、義
務教育課程での子どもの権利というように広範囲にわたります。ま
た、長い時間をかけた教育・研究活動を通じて一つのモノの見方

に精通しています。学生の皆さんは、学内外で
行われる授業でプログラム担当教員と積極的に
関わることで、それぞれの教員がもつ独自の世界
観を肌で感じ取ることができるでしょう。

多様な学び方
地域リーダープログラムの学びは、専門知識に

加え、考える、調べる、他者と協働するスキルを
身に付け、それらを学内外で行う授業で活用・実践することを組
み合わせた学びです。

とくに、知識・スキルを活用・実践する授業として、社会問題を
深く探究する授業だけでなく、企業や行政、団体などと連携して中
高生や社会人と協働して地域の課題解決活動に取り組む授業も数
多く設けています。学生の皆さんは、これらの授業から個々の興味・
関心に応じて選択・実践できますので、自身の目標に合わせた個
性的な学びを創造できるでしょう。

TOPICS

動画はこちらから

地域リーダープログラム
REGIONAL LEADERSHIP STUDIES

日常のメディアを新鮮な目で見ることで、

文化と社会についてわかるようになる

私たちは日頃から、さまざまな「国」について、またそれぞれの国に
住んでいる人々について、また彼らの文化について、様々なイメージを
持っています。しかし、文化はどこから来るのでしょうか? 文化は何に
よって構成されているのでしょうか? 社会とどのような関係をもってい
るのでしょうか?

私はこうした疑問に対し、日本の事例でその答えを見出すことを研究
のテーマとしています。具体的には、なぜ日本アニメが近年、他国のア
ニメーションよりも、世界規模で人気を獲得しているのか、また、日本
アニメがどのように日本の社会と文化を反映しているかについて、調査
しています。その中でも、とりわけ第二次世界大戦を現実の出来事と
して扱っている作品を、集中的に調査しています。戦争を主題としたア
ニメについて尋ねると、多くの人は1988年に公開された、スタジオジ
ブリの『火垂るの墓』ぐらいしか知りません。しかし実際には、7分の
短編映画から、テレビシリーズ、上映時間3時間以上の劇場映画大作
まで、70作品程度が存在します。

こうした70作品程度の中には、当然ながら多様な物語、戦争の様々
な出来事が描かれている訳です。こうした事情を考えると、『火垂るの

墓』だけに議論を限定するのは、明らかに物足りないことだと
言えます。従って、私の研究では、どのような物語が存在し、
それらの物語はどのような「記憶」を語ろうとしているか、
そしてどのような記憶の文化を作っているのかを、明確す

ることを目指しています。授業では、世界の中の日本という
位置づけを中心に据えて、例えば日本アニメが日本文化

を世界に発信するのにどう貢献するかといった
問いを、学生と一緒に議論します。

●いろんな視点から「日本」について、
理解を深めたい人

●自分の常識を壊してくれる国に
行ってみたい人

●国際的な視野を身に付けたい人

●なにかをやってみたいけれど、
まだそれが決まっていない人

●外国語を使って文化実践をおこなって
みたい人

こんな人にオススメ

プログラムの概要

経済学は、生産・流通・消費という人間にとって
欠かせない活動を対象とする学問です。

本プログラムでは、経済学の多様な考え方を学び、
我々が日々直面する経済問題を分析する能力を養い
ます。また、日本だけでなく、アジアやヨーロッパをは
じめとしたグローバル経済の専門的知識も修得するこ
とができます。

学び方の特徴

経済学に関する専門知識を体系的に身に付け、
社会現象や現代社会を正しく理解、分析する能力
を身に付けます。また、ゼミ形式で、現実の社会
問題を根源的に考察したり解決策を模索するこ
とで、経済学の知識を常に現実の問題と結び
つけ、幅広い視野を持って課題解決に取り組
める能力を身に付けます。

アルト・ヨアヒム （Joachim ALT）
日本メディア研究

TOPICS

動画はこちらから

●属する組織の名前のみならず自分の名前でも
活動したい人

●プロジェクトを実現させるチームに加わりたい人

●社会を知るために大学外の人々とも
協働したい人

●経済学と経営学を軸に、人文学や法学も
学びたい人

こんな人にオススメ

中
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樹

財
政
学
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STUDY FOR INTERNATIONAL PERSPECTIVE 世界に広がる学び

GERMANY CHINA
萩原 正彬 佐藤 天音

2年次にビーレフェルト応用科学芸術大学留学 3年次に中国吉林大学留学

ビーレフェルト応用科学芸術大学への留学では、語学だけでなく、多様な価
値観や文化に触れることができました。授業では実践的な内容を学び、現
地の学生とのグループワークを通して、自分の考えを積極的に発信する力も
身についたと感じています。また、ドイツでの生活を通じて、自立心や行動
力も大きく成長しました。最初は不安もありましたが、新しい環境に挑戦し
たことで、多くの出会いや経験を得ることができた貴重な留学生活でした。

中国吉林大学へ一学期間の交換留学をし、現地の学生とともに東北アジア地域の
経済学や歴史の授業を受けながら、中国語や専門知識の理解向上に取り組みま
した。また、授業だけでなくサークルや国際交流活動、月一で開催される大学のイ
ベントにも積極的に参加し、現地学生との交流を通じて多様な価値観や考え方に
触れ、物事を多角的に捉える視点や異文化理解の重要性を学びました。長春は
日本とも歴史的なつながりを持つ都市であり、現地で歴史を肌で感じながら学べ
たことも貴重な経験でした。異なる環境の中で主体的に行動し、コミュニケーショ
ン力や探究心を磨いた経験は、現在の学習や活動にも大きく活かされています。

経済科学部では、提携大学・提携学部との交換留学、サマーキャンプなどの各種企画、留学生との共修などを通じて、
国際的な視野を養うことが可能です。グローバルな視点を身に付けたいと考える学生を、経済科学部では積極的に応援して参ります。

3か月、半年、1年などの長期・短期
交換留学に挑戦する学生がいます。
また、海外の交流協定校から留学して
くる学生もいます。

（注）交換留学とは、協定校と互いに受入学生の
学費を不徴収とする留学を指し、在学生は本学
に学費を納めている期間中であれば、交換留学
先の学費が免除されます。
交換留学には学内選考が課される場合もありま
す。このほかにも多様な留学先・方法があります。
留学先へ学費を納める私費留学の形で、英語圏
のカナダ・アルバータ大学とも交流協定があり、
本学部を休学して留学するケースが多いです。

交換留学（長期・短期）

台湾
国立彰化師範大学
国立台北商業大学
国立台中科技大学
国立中央大学

中国
中国海洋大学

ドイツ
ビーレフェルト応用科学芸術大学

フランス
ナント大学

オーストラリア
シドニー工科大学

トルコ
イズミール経済大学

ルーマニア
ルーマニアン・アメリカン大学
ブカレスト経済大学

アメリカ
ロードアイランド大学

アメリカ
カリフォルニア州立大学ソノマ校

ロシア
ハバロフスク国立経済法科大学
極東国立交通大学

ロシア
極東連邦大学

中国
吉林大学

カナダ
アルバータ大学

ロシア
サンクトペテルブルグ国立経済大学

ポーランド
コズミンスキー大学

経済学プログラムでは、経済の専門知識に加え、社会現象や地域課題に触
れる機会が多くありました。学びを通して、社会の出来事を以前より身近な
ものとして捉え、その背景や様々な立場を意識しながら考えるようになりま
した。また、多角的な視点から物事を考える姿勢が身につき、現在の業務
においても、様々な立場を踏まえながら判断する上で役立っています。

金融機関に勤めており、主に店頭でお客様と接する預金係を担当しており
ます。大学で経済用語や経済の基礎を理解したこと、簿記を学び貸借の概
念・計算や数字に慣れていたことが実際の業務で役立っています。まだま
だ様々なことを勉強中ですが、大学で学んだことを活かしながら今後も精進
していきたいと思います。

C A R E E R  P R O S P E C T 拡がるキャリアの可能性

卒業後の進路は公務員や金融業をはじめとして多岐にわたり、卒業生は全国各地で幅広く活躍しています。経済科学部でもインターンシップ科目があります。
皆さんが就職活動を行う時には、本学キャリア・就職支援オフィスによる手厚いサポートに加えて、頼れる先輩方からバックアップしてもらうことができます。

本学部は、学生に対する以下のようなキャリア支援を行っ
ています。

● 外部講師を招いたキャリアガイダンス・就職相談会
● 新潟県内企業や新潟県庁・新潟市役所など官公庁での

インターンシップ（成果報告会も開催）

● 会計・税理士事務所での会計税務インターンシップ
● 本学キャリア・就職支援オフィスと連携して行う

個別指導

キャリア支援（サポート）

※本コーナー記載の内容は経済学部・経済科学部での実績です。
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佐藤 蓮
株式会社 第四北越銀行

2024年度 経営学プログラム卒業

寺島 晴香
福井市役所

2025年度 経済学プログラム卒業

古河電気工業で営業の仕事をしています。製品の需要は国内外に広がって
おり、大学時代の学際日本学プログラムで学んだのは今の仕事にも活かさ
れています。学びの全てが仕事に直接関わるわけではありませんが、課題
への取り組み方や新しい知識への好奇心、その修得過程で得たスキルは必
ず必要になると思っています。

戸田 智
古河電気工業 株式会社（東京本社）

2024年度 学際日本学プログラム卒業

地域リーダープログラムでは、フィールドワークと座学を組み合わせながら、
経済や文化など幅広い観点から地域社会について学びました。こうした実
践的な学びを通じて培った多角的な視点や課題解決力は、業界や職種を問
わず活かせる力だと感じています。社会人となった今、大学時代の経験が
日々新たな業務に向き合う上での土台となっています。

日本銀行
2025年度 地域リーダープログラム卒業

中田 七生

アクティオ／足利銀行／アパグループ／イオンリテール／ANAウイングス／SBI新生銀行／えちごトキめき鉄道／NSGホールディングス／
NTTデータ／NTTドコモ／NTTドコモビジネスソリューションズ／大塚商会／オープンハウスグループ／キユーピー／クスリのアオキ／群馬銀行／
コメリ／サトウ食品／JR東日本新潟シティクリエイト／JX金属／七十七銀行／城南信用金庫／すかいらーくホールディングス／住友林業／
積水ハウス／第一生命保険／大光銀行／第四北越銀行／大和証券／タマホーム／中越通運／東京海上日動火災保険／トランス・コスモス／
新潟交通／新潟大学／新潟日報社／日本銀行／日本政策金融公庫／日本中央競馬会／日本放送協会／日本経済新聞社／日本生命保険／
パーソルキャリア／八十二長野銀行／東日本旅客鉄道／ヒマラヤ／富士電機／古河電気工業／北海道銀行／北海道電力／本間組／みずほ証券／
明治安田生命保険／山善／ヨドバシカメラ／LINEヤフー／楽天グループ

卒業生の
進路・就職
2025年度

主な就職先
（五十音順）

国家公務員
5.5%

サービス・不動産業
18.7%

金融・保険業
16.1% 地方公務員

12.1%

情報通信業
18.4%

建設・製造業
8.3%

卸売・小売業
7.8%

エネルギー・運輸業
4.0%

その他
7.5%

進学 1.7%
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2年次にビーレフェルト応用科学芸術大学留学 3年次に中国吉林大学留学

ビーレフェルト応用科学芸術大学への留学では、語学だけでなく、多様な価
値観や文化に触れることができました。授業では実践的な内容を学び、現
地の学生とのグループワークを通して、自分の考えを積極的に発信する力も
身についたと感じています。また、ドイツでの生活を通じて、自立心や行動
力も大きく成長しました。最初は不安もありましたが、新しい環境に挑戦し
たことで、多くの出会いや経験を得ることができた貴重な留学生活でした。

中国吉林大学へ一学期間の交換留学をし、現地の学生とともに東北アジア地域の
経済学や歴史の授業を受けながら、中国語や専門知識の理解向上に取り組みま
した。また、授業だけでなくサークルや国際交流活動、月一で開催される大学のイ
ベントにも積極的に参加し、現地学生との交流を通じて多様な価値観や考え方に
触れ、物事を多角的に捉える視点や異文化理解の重要性を学びました。長春は
日本とも歴史的なつながりを持つ都市であり、現地で歴史を肌で感じながら学べ
たことも貴重な経験でした。異なる環境の中で主体的に行動し、コミュニケーショ
ン力や探究心を磨いた経験は、現在の学習や活動にも大きく活かされています。

経済科学部では、提携大学・提携学部との交換留学、サマーキャンプなどの各種企画、留学生との共修などを通じて、
国際的な視野を養うことが可能です。グローバルな視点を身に付けたいと考える学生を、経済科学部では積極的に応援して参ります。

3か月、半年、1年などの長期・短期
交換留学に挑戦する学生がいます。
また、海外の交流協定校から留学して
くる学生もいます。

（注）交換留学とは、協定校と互いに受入学生の
学費を不徴収とする留学を指し、在学生は本学
に学費を納めている期間中であれば、交換留学
先の学費が免除されます。
交換留学には学内選考が課される場合もありま
す。このほかにも多様な留学先・方法があります。
留学先へ学費を納める私費留学の形で、英語圏
のカナダ・アルバータ大学とも交流協定があり、
本学部を休学して留学するケースが多いです。

交換留学（長期・短期）

台湾
国立彰化師範大学
国立台北商業大学
国立台中科技大学
国立中央大学

中国
中国海洋大学

ドイツ
ビーレフェルト応用科学芸術大学

フランス
ナント大学

オーストラリア
シドニー工科大学

トルコ
イズミール経済大学

ルーマニア
ルーマニアン・アメリカン大学
ブカレスト経済大学

アメリカ
ロードアイランド大学

アメリカ
カリフォルニア州立大学ソノマ校

ロシア
ハバロフスク国立経済法科大学
極東国立交通大学

ロシア
極東連邦大学

中国
吉林大学

カナダ
アルバータ大学

ロシア
サンクトペテルブルグ国立経済大学

ポーランド
コズミンスキー大学

経済学プログラムでは、経済の専門知識に加え、社会現象や地域課題に触
れる機会が多くありました。学びを通して、社会の出来事を以前より身近な
ものとして捉え、その背景や様々な立場を意識しながら考えるようになりま
した。また、多角的な視点から物事を考える姿勢が身につき、現在の業務
においても、様々な立場を踏まえながら判断する上で役立っています。

金融機関に勤めており、主に店頭でお客様と接する預金係を担当しており
ます。大学で経済用語や経済の基礎を理解したこと、簿記を学び貸借の概
念・計算や数字に慣れていたことが実際の業務で役立っています。まだま
だ様々なことを勉強中ですが、大学で学んだことを活かしながら今後も精進
していきたいと思います。

C A R E E R  P R O S P E C T 拡がるキャリアの可能性

卒業後の進路は公務員や金融業をはじめとして多岐にわたり、卒業生は全国各地で幅広く活躍しています。経済科学部でもインターンシップ科目があります。
皆さんが就職活動を行う時には、本学キャリア・就職支援オフィスによる手厚いサポートに加えて、頼れる先輩方からバックアップしてもらうことができます。

本学部は、学生に対する以下のようなキャリア支援を行っ
ています。

● 外部講師を招いたキャリアガイダンス・就職相談会
● 新潟県内企業や新潟県庁・新潟市役所など官公庁での

インターンシップ（成果報告会も開催）

● 会計・税理士事務所での会計税務インターンシップ
● 本学キャリア・就職支援オフィスと連携して行う

個別指導

キャリア支援（サポート）

※本コーナー記載の内容は経済学部・経済科学部での実績です。
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2024年度 経営学プログラム卒業

寺島 晴香
福井市役所

2025年度 経済学プログラム卒業

古河電気工業で営業の仕事をしています。製品の需要は国内外に広がって
おり、大学時代の学際日本学プログラムで学んだのは今の仕事にも活かさ
れています。学びの全てが仕事に直接関わるわけではありませんが、課題
への取り組み方や新しい知識への好奇心、その修得過程で得たスキルは必
ず必要になると思っています。

戸田 智
古河電気工業 株式会社（東京本社）

2024年度 学際日本学プログラム卒業

地域リーダープログラムでは、フィールドワークと座学を組み合わせながら、
経済や文化など幅広い観点から地域社会について学びました。こうした実
践的な学びを通じて培った多角的な視点や課題解決力は、業界や職種を問
わず活かせる力だと感じています。社会人となった今、大学時代の経験が
日々新たな業務に向き合う上での土台となっています。

日本銀行
2025年度 地域リーダープログラム卒業

中田 七生

アクティオ／足利銀行／アパグループ／イオンリテール／ANAウイングス／SBI新生銀行／えちごトキめき鉄道／NSGホールディングス／
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コメリ／サトウ食品／JR東日本新潟シティクリエイト／JX金属／七十七銀行／城南信用金庫／すかいらーくホールディングス／住友林業／
積水ハウス／第一生命保険／大光銀行／第四北越銀行／大和証券／タマホーム／中越通運／東京海上日動火災保険／トランス・コスモス／
新潟交通／新潟大学／新潟日報社／日本銀行／日本政策金融公庫／日本中央競馬会／日本放送協会／日本経済新聞社／日本生命保険／
パーソルキャリア／八十二長野銀行／東日本旅客鉄道／ヒマラヤ／富士電機／古河電気工業／北海道銀行／北海道電力／本間組／みずほ証券／
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卒業生の
進路・就職
2025年度

主な就職先
（五十音順）

国家公務員
5.5%

サービス・不動産業
18.7%

金融・保険業
16.1% 地方公務員
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情報通信業
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建設・製造業
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その他
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新潟大学経済科学部は、経済学と経営学をベースに、これらの

学問を深めたり、これらの学問から広げたりすることを通して、社会

を見る視座を持ち主体的に世の中の課題を解決していく人物を育む

ことを目指しています。

地域、日本、世界、我々を取り巻く社会経済環境は常に大きく変化

しています。このような中、どのような時代や場所にいても生き抜き

活動し続けることが大切でしょう。それには学びを重ね行動を重ね

ることで、生き抜く力を養っていくことが重要です。

生き抜く力とは何か。私は、「いい頭」というより、「強い頭」が要に

なると考えています。

あふれる情報に流され思考停止に陥るのではなく、自分の視座を

持ち自ら考え抜く力を備えた頭、学びから得た知識・情報の使い方を

修得している頭。

このような力を得たいと志す皆さんに、我々経済科学部は、様々な

学び・気づき・機会を提供します。

皆さんと一緒に学び、深め、動くことを楽しみにしています。

経済科学部は、あなたの「志」を求めています!

宍戸 邦久 経済科学部長
FROM THE DEAN

経済科学部公式サイト 新潟大学公式サイト
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「知 」が 生 み 出 すソリュ ー ション 。

社 会 の 課 題 を 解 決 す る 学 び 。

新潟大学五十嵐キャンパス
IKARASHI CAMPUS

経済科学部


